


 
 

～講評～ 

第１問 斜面上の物体の運動である。設定はあまり難しくはないが、問題中盤から計算が複雑になってくるため、

前半だけ解いて、後半は後回しにする方がよいと思われる。 

第２問 光の屈折と全反射の問題である。前半は典型問題なので確実に得点したい。最後の論証は物理では珍しい

タイプの問題のため、苦戦した生徒が多かったであろう。 

第３問 典型的な電磁誘導の問題である。文字数が多いため、ミスのないよう丁寧に問題を解いていく必要がある。 

第４問 電気素量の測定に関するミリカンの実験の問題である。前半は基本的な内容のため、確実に得点を重ねて

いきたい。第 2 問と同じく最終問題は論証となっており、苦戦した受験生が多いと予想される。 

 

例年通り大問４題で、前期と同様に計算量が多い問題構成となっている。計算量に対して時間は足りないので、

第 1 問から順番に解くのではなく、短時間で解ける問題から順に要領よく解いていく必要がある。1 次合格ライン

は 50％～55％程度と予想される。 

 


